
佐世保工業高等専門学校実習工場使用規程 

 

（平成２５年２月１４日制定） 

 

（趣旨） 

第１条 この規程は、佐世保工業高等専門学校（以下「本校」という。）の実習工場の安全

管理、機械・装置の管理及び使用に関し、必要な事項を定めるものとする。 

（管理者及び管理補助者） 

第２条 実習工場の安全を管理し、機械・装置を適切に維持・管理するため、技術・教育支

援センター長（以下「センター長」という。）を管理者とし、その下に管理補助者を置く。 

２ 管理補助者は、技術・教育支援センターの技術職員の中からセンター長が指名する。 

 （使用者の資格） 

第３条 実習工場を使用できる者は、次の各号に掲げる者とする。 

(1) 本校の教職員で、実習工場の安全説明会を受講した者 

(2) 本校の学生で、実習工場の安全説明会を受講した者 

(3) その他センター長が適当と認めた者 

２ 前項第２号の学生が実習工場を使用する場合は、教員が立ち会い管理・指導を行う。 

（施設） 

第４条 実習工場の施設は、次の各号に掲げるとおりとする。 

(1) 機械エリア 

(2) 起業家工房エリア 

(3) ものづくりエリア 

(4) 溶接エリア 

(5) 鋳造エリア 

 （使用範囲） 

第５条 実習工場を使用できる用途は、次の各号に掲げるものとする。 

(1) ものづくりに関する授業・演習・実験・卒業研究、課外活動としてのものづくりに関す

る教育 

(2) 教職員の研究及び研修 

(3) 本校が主催する行事 

(4) その他センター長が必要と認めた場合 

（使用日時等） 

第６条 実習工場を使用できる日時は、原則として月曜日から金曜日の午前８時３０分か

ら午後５時１５分までとする。ただし、センター長が特に必要と認めた場合は、時間外の

使用を許可することがある。 

２ 時間外の使用を希望する者は、使用する日の午後４時３０分までに時間外使用許可願

（以下「許可願」という。）（様式１）をセンター長に提出し、許可を得なければならない。 

（施設を使用できない日） 

第７条 学則第１０条に定める日は、原則として実習工場の使用を認めない。 

２ センター長が特に必要と認めた場合は、前項に定める日の使用を許可することがある。 



３ 第１項に定める日の使用を希望する者は、使用する日の前日（学則第１０条に定める日

を除く。）までに許可願をセンター長に提出し、許可を得なければならない。 

（遵守事項） 

第８条 実習工場を使用する者は、次の各号に掲げる事項を遵守しなければならない。 

(1) 実習工場を使用する者は、別に定める使用心得、実習工場内に掲示された注意事項、

各装置の使用マニュアルを遵守すること。 

(2) 使用目的以外の用途に使用しないこと。 

(3) 使用時間を厳守すること。 

(4) その他使用に際しては、職員の指示事項を厳守すること。 

（使用の中止等） 

第９条 センター長は、管理上必要と認めたとき及び使用する者がこの規程に違反したと

きは、実習工場の使用を中止又は停止させることがある。 

（雑則） 

第１０条 この規程に定めるもののほか、実習工場の安全管理、機械・装置の使用に関し必

要な事項は、技術・教育支援センター運営委員会の議を経て、センター長が別に定める。 

 

附 則 

 この細則は、平成２５年４月１日から施行する。 

附 則（令和２年３月３０日） 

この細則は、令和２年４月１日から施行する。 

  附 則（令和８年６月１１日一部改正） 

この規程は、令和８年４月１日から施行する。 


